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Linear　 discriminant　 analysis　 of　dermoscopic　 parameters　 for　the　differentiation

　　　　　　　　　　　　　 ofearly　 melanomas　 from　 Clark　 naevi.

　　　　　　　　(ダーモス コピー画像上のパラメータを抽出 し、早期悪性黒色腫 を

　　　　　　　　　　　　　クラー ク母斑 と鑑別す るための線型判別分析)

内容の要旨

岡

　早期の悪性黒色腫 は転移 を起 こしていない場合 には.む しろ生命予

後の よい悪性腫瘍で あ り、腫瘍の厚 さがα75皿 以下 の悪性黒色腫では

5年 生存率は93%以 上で ある と報告 さnて いる,ダ ーモ スコピー は近

年開発 され 、肉眼 に比べ診断率の向上につ ながることが報告 され てい

るが 、診 断に主観 的な要素 があることが指摘 されてい る。良性色素性

母斑(ク ラー ク母 斑)か ら悪性黒色腫をスク リーニ ングにて早期 に検

出す るための コン ピュー タシステ ムを構 築す るために、ナポ リ大学

(イタ リア)と グラーツ大学(オ ー ス トリア)に て集積 され、病理組

繊学 的 に診断 が確 定 してい る症 例 か ら以 下 の3つ の条 件 を満 たす

ダーモス コピー画像 を無作為に選択 した。すなわち、(qフ レー ム内

に腫瘍全体が収 まってい る症例、(2)足 底 、手掌、ロ腔粘膜以外の場

所 に生 じた症例お よび 、〔3)腫瘍の解析 を妨 げる毛髪 が含 まれて いな

い症例で ある。コン ピュー タ解析 に使用 した症例は 、表 皮内悪性 黒色

腫23例 、Breslowの分類 にて厚 さo.75凹以下の悪性黒色腫(din　invasive

m¢lanα旧a,以 下TIMと 略す)36$1を 含む59例 の早期悪性 黒色腫お よび

臨床的に鑑別 に苦慮 したクラー ク母斑1881で ある。画像は腫瘍 を周

辺皮膚か ら色調か ら自動的に切 り出 したのちに、色調、テクスチャー、

非対称性、円度 の観点から碇個 のパ ラメー タを個々 に計算 し、悪性黒

色腫 と良性色素性母斑の両者を線型判別 分析行 なった。色調の計算で

は赤、緑、青、輝度 を用 いて腫 衝の黒色の部 分を考慮 できるよ うに考

慮 した。テ クスチ ャーの針算では面像 工学で衷現 され る偏差 、歪度、

エネルギー、エ ン トロピー を使用 した。悪性 黒色腫 では腫瘍の周辺部

分に色調、テクスチャーの特徴 があると考え、腫瘍 の直径に対 して周

囲10%を 切 り出 し、同郁 にお ける色調、テ クスチャー の解析 も行 った。

線型判別分析の 中でstep-wiu法 を使用 し、判別 に寄与す るパ ラメー タ

を選択 したTIMと クラー ク母斑の間では感度94.4%、 特 異度98.4%を

得た。(Wilks　10.23、パラメー タ数13)相 互検証 において も感度9L7%、

特異度98.4%と 良好な結果を得た。一方表皮 内悪性 黒色腫 とクラー ク

母斑 では感度73.9%、 特異度85.6ｰ/aを得、　 (Wilk5義o.69、 パ ラメー タ

数6)相 互検証で は感度69.6%、 特異度85.6%で あった。TIMと クラー

ク母斑の 間では色調が 大き く寄与 してい る ことが解析 より明 らか に

な り、病変の深度が大 きくなるほ ど特徴的 な色調が 生 じると考 えた。

表皮 内悪 性黒色腫 とクラー ク母斑の問 ではテ クスチ ャー と対称性が

中等度寄与 したが、両者 を十分 に判別す ることがで きなかった。今後、

特有 の色調 と特徴的 な形状を 自動的に検 出す ることによって、表皮内

悪性 黒色腫 をよ り高 い精度で鑑 別できる と考 えられ る。

博 史

論文審査の要旨

　 ダーモス コピーは 日常診療上、悪性 黒色腫 を診断 する際 に有用な手

法であるこ とは知 られてい る。今回、著者は画像内の腫瘍 の認識か ら、

解析 に至る過 程をすべて 自動的 に計算 するプログラム を作製 し、悪性

黒色腫 を判別 可能な客観 的手法を開発 した。これ によ りコン ピュー タ

上の判別 は、その性質上使用者 を問わずに再現性 のある結 果を得るこ

とができる。腫瘍の厚 さの異な る悪性 黒色腫 とクラーク母 斑を比較す

ると表皮内悪性 黒色腫で は非対称性が 、厚 さ0.75mm以 下 の悪性黒色

腫 では色調が もっ とも判定に寄与 していることが判明 した。それぞれ

の厚 さごとに異な る悪性 黒色腫 とクラー ク母斑 を比較 して いる点 が

本研 究の新 しいアプ ローチ といえる。

　 審査では、このシステ ムがさらに開発 され るにつれて、皮 膚科専門

医の観察眼を超えてい く可能性 がないか との質 問があ った が、あ くま

で もこの解析 はス クリーニ ングに使用 するもの であ り、また皮膚科 医

の診断を助 ける ものである ことが脱 明 され た。これ は放射 線科の分野

におけるCAD(computeraideddiagnosis)と 同等の ものである との指掴

があ った。 さ らに現在 は この研究 で使用 したプログ ラム を改 良 し、

ウSブ サイ ト上で 自動判 別す るサ イ トを公開 している との説 明に対

し、将来的には スクリー ニングの使用に応 用できる可能性 がある と評

価 された。今研 究では 日本 人症例が入 っていないので、今 後は 日本人

の症例を含 めてい く必要がある との指 簡があった。

　 自動的に腫 瘍部分 を色調か ら切 り出 しているが、今後その境界部 が

病理学的 に正 しく評価 されてい るかを調 べてみ るこ とも興味深い と

のaメ ン トがあった。瞼文の中で特徴的な色調 を今後隅べてい く必要

がある と書かれてい ることに対す る質問があった。著者はto近 、悪性

黒色腫に特有 な色調を に種類ほ ど検出 してfi　n、それを用いるこ とに

よって悪性 黒色腫の30%程 度を判別 で きると脱明 した。また、sneakな

どの特徴的 な構造物 を取 り出 し、そ の均一性 を測定す る研究 を現在

行 ってい る と説明 し了解 された。悪性 黒色腫類 似の黒 色腫痴 のスク

リーニングに用いるのであ るな らば今 後は クラー ク母 斑のみならず 、

その他の母斑 、脂漏性角化症な ど他の腫疫 との鑑別 を考 えてい く必嬰

があるのではないか とのaメ ン トがあった。また、適当なフ ィルタ リ

ングを加 える ことによって よ り適切 に分類 できる可能 性 につ いて も

指摘があった。

　 以上のよ うに本研究は悪性黒色腫 をデジタル解析 し、客観的 かつ 再

現性 のある結 果を得 る手法 を開発 してお り、色素性皮膚r変 の早期診

断を追求す る上で、有益な研究であると評価 され た。
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